
特定家庭用機器廃棄物の再商品化等の実施状況～23年度実績～

平成22年4月1日から平成23年3月31日までに、特定家庭用機器再商品化法に基づき日本サム

スン株式会社が実施した再商品化等実績をご報告します。

テレビ テレビ（液晶式） 冷蔵庫 洗濯機

引取台数（台） 35,097 3,886 8,812 8,177

処理台数（台） 48,518 4,207 8,842 8,171

処理重量（t） 1,360 68 567 291

再商品化重量（t） 1,099 53 444 240

再商品化率（%） 80% 77% 78% 82%

テレビ テレビ（液晶式） 冷蔵庫 洗濯機

鉄 116 26 255.5 127

銅 40 0.9 5.5 3.6

アルミニウム 1 2.6 0.2 3.8

非鉄・鉄等混合物 17 0.8 55 31

ブラウン管ガラス 429 0 0 0

その他有価物 268 19 123.6 64.7

総重量 871 49.3 439.8 230.1

冷媒として使用されていた
フロン

回収重量破壊委託先に出荷した重量破壊重量

HCF-134a 385 380 376

HCFC-22 53 52 51

R-502 86 84 83

総重量 524 516 510

液化回収したフロン 回収重量 破壊委託先に出荷した重量 破壊重量

総重量 2,276 2,238 2,184

特定家庭用機器廃棄物実施状況の総括（平成23年度）

　　　*出荷重量と破壊重量の差は破壊報告のタイムラグによるもの

３．断熱材に含まれるフロンを液化回収したものの総重量(kg)

*回収重量と出荷重量の差は在庫である

施行規則第47条第1号の基づく総括（平成23年度）

１．製品の部品または材料として利用するものに有償または無償で譲渡しうる状態
にした場合の当該部品および材料の総重量(t)

２．冷媒として使用されたものを回収した総重量(kg)


